
頭の良さの実現方法 

自分の脳内の情景 

自分の脳内にある 

自分のモデル 

自分の脳内にある他

人のモデル１ 

自分の脳内にある他

人のモデル2 

自分の脳内にある他

人のモデルｎ 

対話等のシミュレーシ

ョンを脳内で実行 

対話を見ている神様の視点 

この中には両者の脳内モデルもある 

対話相手 一般化した他人の

モデル１ 

一般化した対話モ

デル、相手の考えも

配慮した対話 

一般化した他人の

モデル2 

対話を見ている神様のモデル 

客観視を越える深い理解 

対話するときに、相手の心に共感し、相手の思考のモデルを脳内に持つことで、思いやりのある体

をすることができる。(ただしこのモデルは無意識的にできていることも多い) 

次に、相手のモデルが多数蓄積されてくると、それを一般化していく。(対話自体も一般化) 

さらにこの対話自体を見て、評価している、神様の視点がある。これを自分の脳内に引き込んで、

自分でも評価するようになると、自律的に成長するようになる。本当の『離見の見』を身に着ける

というのは、このような神様の視点まで踏み込んだものであろう。 

神様と言わなくても、例えば会社での上司との対話で、上司の発想を身に着けることで、自然に経

営的センスを自分の物とすることができる。 

なお、これらの機能を全て言語化できるのでなく、イメージ的なモノを持っている段階がある。 


